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9 ページの「すぐそれパルごはん」と裏表紙の「パルレシピ」のレシピ集は、パルシステム埼玉のホームページの「食育サポーターのおすすめパルレシピ」でご覧いただけます。
ホームページはコチラ→https://www.palsystem-saitama.coop/
食育サポーター／パルシステム埼玉の「食育の定義」「食育のすすめ」に沿った食育推進リーダーとして料理教室や学習会の講師などを務めます。

組合員とパルシステム埼玉をつなぐ月刊誌

理　　　念：心豊かなくらしと共生の社会を創ります
ミッション：互いに支え合って安心してくらせる
　　　　　　埼玉をつくります
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応募総数1月号のQuiz の応募総数は393通で152通正解でした。

簡単なおも
てなしスイー

ツを教えて
。

本庄市　Ｍ
・Ｈ

二層ゼリー今月の
メニュー

　材料（リング型１台分）
ストレートジュース（オレンジ、りんご、パイナップル
など）…500cc、ビートグラニュ糖…50～60g、粉ゼ
ラチン…15g、牛乳…200cc、生クリーム…100cc

①鍋にジュース（ここではオレンジ）とビートグラニュ
糖を入れて弱めの中火にかけ、粉ゼラチンを加えて
沸騰させないように 4 分ほどかき混ぜながら完全に
溶かす。

②ボウルに牛乳、生クリームを入れて混ぜ、①を加えて
手早く大きく3 回かき混ぜる。

　作り方

3 4 5／6 7 8／9 10 11／12 1 2

冷蔵庫で冷やして
いるうちに二層に
なります。牛乳と
生クリームを加え
たときに混ぜすぎ
ないことがポイント
です。

鈴木 二三四さん
食育サポーター

先月の解答は

世

撲
方首 相

「相」でした。
世相（せそう）：世の中のありさま。
社会のようす。
相方（あいかた）：① 一緒に物事を
する人。特に、コンビ漫才などでの
パートナー。相手。相棒。 ② （「敵娼」
とも書く）遊里で、客から見て相
手の遊女。

右の空欄の中に、ある漢字
をあてはめると、二字の熟語
ができます。空欄に入る文字
を考えてください。

Quiz
あたまの体操 ? ●このページの裏に解答を

記入し、切り取ってお手持
ちの封筒（使用済みでも可）
に入れて、広報課宛にご提
出ください。お便り、イラ
ストもお待ちしております。

●正解者の中から抽選の上、
5名様に500ポイントをさし
あげます。

被
螺作

御
●締め切り／3月27日（金）

③②をリング型に流し入れ、冷蔵庫で 3
時間以上冷やす。

④型から外し、好みで季節の果物や缶詰
で飾り付ける。

ビートグラニュ糖 
1㎏　243円（税抜き）
北海道産のてん菜のみで
作ったグラニュ糖。溶け
やすく、色がないので飲
み物やお菓子作りに。
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特集［特集］　「あの日を忘れない」　パルシステム埼玉の復興支援

「
あ
の
日
を
忘
れ
な
い
」

パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉
の
復
興
支
援

東
日
本
大
震
災
か
ら
９
年
。
パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉
は
、
発
災
直
後
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
な
っ
て
き
ま

し
た
。
被
災
地
で
は
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
や
除
染
な
ど
の
進
展
が
み
ら
れ
る
一
方
、
被
災
者
の
避
難
指
示
解
除

区
域
へ
の
帰
還
率
の
低
迷
や
住
民
の
孤
立
、
自
主
避
難
者
の
支
援
打
ち
切
り
に
よ
る
生
活
困
窮
な
ど
、
個
々

の
生
活
再
建
は
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
の
か
協

議
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
原
発
事
故
被
災
者
応
援
カ
ン
パ
」

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
パ
ル
シ
ス
テ
ム
で
は
２
０
１
１
年
か
ら
、
東
日
本

大
震
災
や
東
京
電
力
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で

被
害
に
あ
っ
た
方
々
を
支
援
す
る
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

　
公
的
支
援
が
弱
ま
る
な
か
、今
後
も「
保
養
」や「
避

難
」
を
支
援
し
て
い
る
団
体
を
応
援
し
て
い
く
た
め

に
、
昨
年
11
月
１
回
よ
り
カ
ン
パ
へ
の
ご
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
２
月
２
回
の
注
文
受
付
分
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
金

額
は
、
パ
ル
シ
ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ
全
体
で
８
２
６
万

１
９
８
４
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
カ
ン
パ
は
３
月
４

回
の
注
文
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
助
成
金

　
パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉
で
は
、
２
０
１
５
年
に
「
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
助
成
金
」
制
度
を
策
定
し
、

毎
年
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
や
被
災
者
へ
の
支
援

を
行
う
団
体
に
対
し
て
資
金
面
で
支
援
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
８
年
度
の
助
成
団
体
「
復
興
支
援
入
間

ま
ご
こ
ろ
の
会
」
の
栗
原
代
表
に
活
動
に
つ
い
て
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

復
興
支
援
入
間
ま
ご
こ
ろ
の
会

　
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
３
年
、
４
年
と
月
日
の

経
過
と
と
も
に
薄
れ
て
い
く
記
憶
・
関
心
、
そ
ん
な

『
風
化
』
の
進
行
を
何
と
か
食
い
止
め
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
立
ち
上
げ
た
団
体
で
す
。
５
年
を
過
ぎ
る

こ
ろ
か
ら
は
主
と
し
て
、
被
災
地
の
経
済
的
復
興
に

資
す
る
と
と
も
に
被
災
者
と
の
人
的
交
流
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
４
年
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
『
大
船

渡
市
支
援
さ
ん
ま
祭
り
』

は
焼
い
て
楽
し
く
、
食

べ
て
お
い
し
い
。
被
災
地

大
船
渡
市
が
誇
る
名
産

物
『
さ
ん
ま
』
を
通
じ

た
交
流
と
支
援
の
素
晴

ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ

て
い
る
と
自
負
し
て
い

ま
す
。

髙
橋
徳
治
商
店
講
演
会

「
今
だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
欲
し
い

震
災
復
興
物
語
」

　
２
月
１
日
（
土
）
ぱ
る
★
て
ら
す
で
、
パ
ル
シ
ス

テ
ム
の
お
で
ん
種
な
ど
の
練
り
製
品
メ
ー
カ
ー
、
髙

橋
徳
治
商
店
（
宮
城
県
石
巻
市
）
よ
り
代
表
の
髙
橋

英
雄
さ
ん
を
迎
え
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と

今
後
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
震
災
直
後
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
髙
橋
徳
治
商

店
は
、
１
０
０
年
を
超
え
る
歴
史
を
閉
じ
る
か
ど
う

か
の
選
択
に
迫
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
全
国

の
生
協
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
後
押
し
も
あ

り
、
２
０
１
１
年
10
月
、
１
生
産
ラ
イ
ン
か
ら
製
造

を
再
開
し
ま
し
た
。
髙
橋
さ
ん
か
ら
「
こ
の
地
で
必

要
と
さ
れ
る
会
社
に
な
る
」
と
の
再
生
へ
の
決
意
と

と
も
に
、
約
40
年
に
わ
た
っ
て
国
産
材
料
に
こ
だ
わ

り
、
添
加
物
を
使
用
し
な
い
加
工
品
を
作
り
続
け
て

き
た
思
い
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
髙
橋
徳
治
商
店
で

は
、
自
社
の
復
旧
を
す
す
め

る
な
か
、
震
災
に
よ
っ
て
不

登
校
や
引
き
こ
も
り
に
な
っ

た
若
者
た
ち
の
就
労
を
支
援

し
よ
う
と
、
２
０
１
８
年
３

月
、
新
た
に
冷
凍
野
菜
工
場

を
建
設
。
少
し
ず
つ
成
果
が

表
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

食
べ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
こ

こ
ろ
の
復
興
も
願
う
髙
橋
さ

ん
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
感

じ
ら
れ
る
講
演
会
と
な
り
ま

し
た
。

「
２
０
１
９
コ
ヨ
ッ
ト
in
埼
玉
」

を
開
催

　
昨
年
９
月
14
日
（
土
）
〜
15
日
（
日
）、
埼
玉
県

ユ
ニ
セ
フ
協
会
・
埼
玉
県
生
協
連
主
催
の
福
島
の
子

ど
も
保
養
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
２
０
１
９
コ
ヨ
ッ
ト
㏌

埼
玉
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
コ
ヨ
ッ
ト
㏌
埼
玉
」
は
、
福
島
に
住
む
子
ど
も

た
ち
の
被
ば
く
積
算
量
を
心

配
す
る
保
護
者
の
気
持
ち
に

寄
り
添
い
、
子
ど
も
達
の
屋
外

活
動
等
を
通
じ
て
心
身
両
面

か
ら
の
保
養
を
目
指
す
取
り

組
み
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て

お
り
、
昨
年
で
８
回
目
と
な
り

ま
し
た
。
パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉

で
は
職
員
１
名
を
派
遣
し
運
営

の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

1

23

4

6

5

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
助
成
金

一
年
を
振
り
返
っ
て

4

２
０
１
８
年
度
は
４
団
体
に
、
総
額
１
３
６
万
５
０

０
０
円
が
助
成
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
た
ば
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

5

双
葉
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
）
を
会
場
に
双
葉
町
民
が
交
流
を
楽
し
む
お

し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
。
パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉
は
お
茶
菓

子
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

「
原
発
事
故
が
も
た
ら
し
た

〝
日
本
の
貧
困
問
題
〞
」
講
演
会

6

平
和
・
国
際
委
員
会
ピ
ー
ス
・
イ
ン
タ
ー
テ
ー
マ
グ

ル
ー
プ
主
催
で
、「
避
難
の
協
同
セ
ン
タ
ー
」
の
瀬

戸
大
作
氏
を
迎
え
、
原
発
事
故
避
難
者
の
現
状
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
２
０
１
９
年
９
月
２１
日
〜
２２
日
）

「
あ
の
時
」
を
知
り
「
い
ま
」
を
見
る
。

　
震
災
で
８
０
０
人
以
上
が
犠
牲
に
な
っ
た
宮
城
県
南
三

陸
町
へ
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

1

津
波
に
よ
っ
て
74
人
の
児
童
と
10
人
の
教
職
員
が
犠

牲
に
な
っ
た
大
川
小
学
校
。
遺
族
と
し
て
語
り
伝
え

る
活
動
を
行
う
「
大
川
伝
承
の
会
」
の
鈴
木
典
行
さ

ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

2

民
間
の
震
災
遺
構
「
高
野
会
館
」
を
視
察
。
震
災
当

日
は
、
高
齢
者
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
迅
速
な
判
断
と
行
動
で
屋

上
へ
誘
導
し
、
多
く
の
命
が
救
わ
れ
ま
し
た
。

3

津
波
で
町
職
員
43
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
防
災
庁
舎
。

当
時
は
立
ち
入
り
禁
止
で
し
た
が
、
昨
年
12
月
に
整

備
工
事
が
す
す
み
、「
震
災
復
興
祈
念
公
園
」
の
一

部
が
開
園
。
近
く
に
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

代
表
　
栗
原
　
正
明
さ
ん
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特集［特集］　安心安全な新生活を迎えるために　家族で鍛えよう！防災力

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を
予
測

し
、
そ
の
被
害
範
囲
を
地
図
化
し
た
も
の
で
す
。「
被
災
想

定
区
域
」「
避
難
経
路
」「
避
難
場
所
」
と
い
っ
た
災
害
発

生
時
に
必
要
な
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
が
運
営
す
る
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」
で
は
、「
わ
が
ま
ち
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
い

う
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
を
選
択
入
力
す
る
と
、
市

区
町
村
が
作
成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
閲
覧
で
き
る
の
で
、
住
居
や
職

場
、
学
校
な
ど
、
家
族
の
関
わ
り
の

あ
る
場
所
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

安
心
安
全
な
新
生
活
を
迎
え
る
た
め
に

家
族
で
鍛
え
よ
う
！
防
災
力

春
は
入
学
や
入
社
な
ど
、
家
族
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
変
化
の
あ
る
時
で
す
。
新
生

活
を
送
る
な
か
、
慣
れ
な
い
場
所
で
起
こ
り
得
る
災
害
リ
ス
ク
を
事
前
に
家
族
で
話

し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認

　
災
害
発
生
時
、
家
族
が
会
社
や
学
校
に
い
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
安
全
確
認
が
で
き
る
ま
で
、
そ
の
場
で
の
待
機

指
示
が
出
る
こ
と
を
想
定
し
、
自
分
用
に
３
日
間
ほ
ど
過

ご
せ
る
備
品
を
用
意
し
て
リ
ス
ク
を
軽
減
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

会
社
や
学
校
に

備
え
て
あ
る
と
安
心

　
必
要
な
も
の
や
量
は
、
く
ら
し
方
や
子
ど
も
の
成
長
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
が
、
マ
マ
が
い
ち
ば
ん
家
族
の
必
要
な

も
の
が
わ
か
る
は
ず
。
自
分
の
家
庭
に
合
っ
た
備
え
へ
の

心
掛
け
が
肝
心
で
す
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
回
復
し
な
い
く
ら
し
は
、
自
宅
で
生

活
で
き
た
と
し
て
も
緊
張
や
不
安
が
高
ま
り
ま
す
。
家
族

が
少
し
で
も
安
ら
げ
る
食
事
や
生
活
が
で
き
る
備
蓄
品
が

あ
る
と
、
心
身
と
も
に
落
ち
着
く
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
被
災

に
よ
る
子
ど
も
の
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
い
も
の
で
す
。

そ
ん
な
と
き
、
マ
マ
は
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。「
何
や
っ
て
い
る
の
」「
や
め
な
さ
い
」
は
Ｎ
Ｇ
で
す
。

マ
マ
と
し
て

知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

　
子
ど
も
を
迷
子
に
さ
せ
な
い
た
め
、
バ
ッ
グ
に
連
絡
先

を
付
け
て
お
く
と
安
心
で
す
。
災
害
時
や
緊
急
時
は
、
恐

怖
か
ら
子
ど
も
は
特
に
声
が
出
し
づ
ら
く
な
る
の
で
、
ホ

イ
ッ
ス
ル
が
あ
る
と
役
に
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
携
帯
電
話
を
持
た
せ
る
の
は
学
校
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
き
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
持
た
せ
る
な
ど
の
代
替
案
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
通
学
や
通
塾
時

インターネットを利用して被災地の方の安否確認を行う伝言板です。
詳細については、運営しているＮＴＴ（東西）のページをご覧ください。

※携帯電話各社にも災害用伝言板があり、各社ホームページより利用することが可能です。スマートフォンは、アプリも用意されています。

「わがまちハザードマップ」
はこちら

《
一
例
》

●
長
靴
（
水
害
の
場
合
は×

）

瓦
礫
な
ど
か
ら
足
を
保
護
で
き
ま
す
。

●
厚
手
の
手
袋

倒
壊
し
た
家
屋
や
散
乱
し
た
家
財
か
ら
手
を
守
り
ま

す
。

●
ビ
ニ
ー
ル
袋

雨
具
や
敷
物
、
簡
易
ト
イ

レ
と
し
て
も
使
用
可
能
で

す
。

●
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム

食
器
の
上
に
敷
け
ば
洗
う

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
身

体
に
巻
け
ば
保
温
も
で
き

て
重
宝
し
ま
す
。

●
口
腔
ケ
ア
用
品

水
が
貴
重
に
な
る
の
で
、

口
を
す
す
が
な
く
て
も
良

い
タ
イ
プ
が
便
利
で
す
。

《
家
庭
で
備
え
て
お
き
た
い
一
例
》

●
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン

暗
闇
は
人
の
恐
怖
感
を
高
め
て
し
ま
い
ま
す
。
家
族

に
安
ら
か
さ
を
与
え
る
た
め
に
も
、
火
を
使
わ
ず
倒

れ
て
も
ガ
ス
や
オ
イ
ル
の
よ
う
に
漏
れ
る
危
険
性
の

な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン
は
、
備
え
て
お
き
た
い
一
品

で
す
ね
。

●
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
と
ボ
ン
ベ

レ
ト
ル
ト
食
品
で
も
、
温
か
い

食
事
は
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
ガ
ス
が
止
ま
っ
て

も
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
が
あ
れ
ば
、

ど
こ
で
も
調
理
可
能
で
す
。

●
黒
い
袋

汚
物
の
回
収
に
は
、
透
明
よ
り
黒
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
が

適
し
て
い
ま
す
。

●
ソ
ー
イ
ン
グ
セ
ッ
ト

万
が
一
の
時
に
は
多
用
途
に
使
え
ま
す
。
糸
を
一
部

釣
り
糸
に
替
え
て
お
く
と
さ
ら
に
便
利
で
す
。

帰宅困難時の
シミュレーションをしてみよう

●家族間の安否確認の方法は？
●連絡が取れなかった場合の対応手段は？
●学校や園、習い事先の災害時対応を理解していますか？
●勤務先の災害時対応を考慮していますか？
●徒歩での帰宅経路をあらかじめ確認していますか？
●子どもとの連絡手段を決めていますか？
●子どもを迎えに行く人を決めていますか？
　子どもが２人以上で迎えに行く場所が異なった場合、
　誰が誰を迎えに行きますか？
●災害ごとに安全な避難所を選択していますか？
●自宅避難ができない場合、家族の最終避難場所を
　決めていますか？

事前の確認ポイント

Web
い  な  い

171災害用伝言板 
● ＮＴＴ東日本
https://www.ntt-east.co.jp/saigai/web171/

● ＮＴＴ西日本
https://www.ntt-west.co.jp/dengon/web171/

災害伝言ダイヤル 171 は
体験利用できます 

い な い

災害発生に備えて利用方法を事前に
覚えていただくことを目的とし、多くの
方に体験利用できる機会が提供されて
います。あらかじめ体験しておけば、
もしもの時に役立つでしょう。

体験利用提供日
*毎月1日、15日 00:00 ～24:00
*正月三が日（1月1日00:00 ～1月3日24:00）
*防災週間（8月30日9:00～ 9月5日17:00）
*防災とボランティア週間
  （1月15日9:00～1月21日17:00）
提供条件
*伝言録音時間　30秒
*伝言保存期間　体験利用期間終了まで
*伝言蓄積数　電話番号あたり20 伝言

※上記提供日や条件は、ＮＴＴ東日本のものです。災害
が発生した際には体験利用ができない場合があります。
内容は各電気通信事業者によって異なります。

災害伝言ダイヤル 
い  な  い

171
地震などの災害の発生により、被災地への通信が増加し、
つながりにくい状況になった場合に提供が開始される声の
伝言板です。災害発生直後は、災害伝言ダイヤルを活用す
ることが有効です。

①171にダイヤル　→　ガイダンスが流れます
②録音は１、再生は 2、暗証番号を利用する録音は 3、
　暗証番号を利用する再生は 4をダイヤル
　→　ガイダンスが流れます

③被災地の方はご自宅の電話番号、または
　連絡を取りたい被災地の方の電話番号をダイヤル
　（０××）-×××-××××
　→　ガイダンスが流れます

④伝言の「録音」または「再生」を行います

伝言の録音・再生方法

第三者に子どもの迎えを依頼する場合 
例えば

夫婦共働きで、ともに職場が保育園から遠くお迎えに行けない。

パパ ママ

第三者

子ども第三者宅で待機

第三者宅へ 保育園
に連絡

お迎え

災害伝言ダイヤル・
SNS で

第三者に連絡



理
事
会
レ
ポ
ー
ト

監
事
会

報
告

核
兵
器
の
な
い
世
界
に

【
議
決
事
項
】

●
第
１
号
議
案
　
２
０
２
０
年
度
事
業
活
動
方
針
（
１
事

案
）
決
定
の
件

２
０
２
０
年
度
事
業
活
動
方
針
（
１
次
案
）
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

２
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
　「
第
２
回
エ
リ
ア
別
総
代
会

議
」
や
「
ハ
ー
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
春
」
に
お
い
て
、

総
代
並
び
に
組
合
員
に
提
案
し
ま
す
。

●
第
２
号
議
案
　

２
０
２
０
年
度
業
務
組
織
機
構
に
つ
い
て
、
以
下
の
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
事
業
部
（
運
営
課
、
営
業
課
、
共
済
課
、
推
進
課
）

・
組
織
運
営
部
（
組
合
員
活
動
支
援
課
）

・
機
関
運
営
部
（
機
関
運
営
課
、
広
報
課
）

・
総
務
人
事
部
（
総
務
課
、
人
事
課
）

・
財
務
経
理
部
（
財
務
経
理
課
）

・
地
域
活
動
室

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室

　【
特
別
報
告
】

●
２
０
１
９
年
度
パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉 

東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
助
成
金
に
つ
い
て

●
監
事
監
査
規
約
の
改
定
に
つ
い
て

Ⅰ
．
第
９
回
監
事
会
　
１
月
28
日
開
催

●
前
回
定
例
理
事
会
の
振
り
返
り
と
次
回
理
事
会
の
議
案
審
議
を

し
ま
し
た
。

●
当
月
の
監
査
活
動
の
振
り
返
り
を
し
ま
し
た
。

●
期
末
監
査
の
進
め
方
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

●
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
に
係
る
監
査
の
進
め
方
を
協
議
し
ま
し
た
。

●
２
０
２
０
年
度
監
事
会
予
算
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

Ⅱ
．
１
月
の
活
動
報
告

【
会
議
の
出
席
・
傍
聴
】

定
例
理
事
会
、
理
事
政
策
会
議
、
経
営
会
議
、
理
事
共
有
化
会
議
、

役
職
員
全
体
会

【
監
査
活
動
】

監
事
連
絡
会
、
代
表
理
事
懇
談
（
専
務
理
事
）、
理
事
セ
ミ
ナ
ー

【
そ
の
他
の
活
動
・
研
修
等
】

埼
玉
県
生
協
連
（
監
事
会
・
理
事
会
・
賀
詞
交
換
会
）、
日
本
監

査
役
協
会
（
異
業
種
交
流
部
会
）、
監
事
監
査
の
あ
り
た
い
姿
検

討
委
員
会
、
パ
ル
シ
ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ
賀
詞
交
歓
会

【
員
外
監
事
の
目
（
民
法
改
正
・
相
続
①
）】

　「
亡
く
な
っ
た
お
父
さ
ん
の
預
貯
金
を
引
き
出
せ
な
い
！
お
葬

式
代
を
ど
う
し
よ
う…

」

　
銀
行
実
務
で
は
、
最
高
裁
大
法
廷
に
よ
る
近
時
の
判
例
変
更

を
踏
ま
え
、
遺
産
分
割
前
は
個
々
の
相
続
人
か
ら
の
法
定
相
続

分
の
預
貯
金
払
戻
し
請
求
に
は
応
じ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
不
便
が
大
き
い
の
で
民
法
改
正
で
例

外
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
遺
産
に
属
す
る
預
貯
金

債
権
の
う
ち
相
続
開
始
時
の
金
額
の
３
分
の
１
に
法
定
相
続
分

を
乗
じ
た
額
に
つ
い
て
は
、
単
独
で
引
き
出
す
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
続
）

※供給高… パルシステム埼玉から組合員にお届けする
 全商品の総額

12月事業報告
組合員数 214,967人　前月比 +43人

（単位：千円）

 実績 前年比 予算比

供給高 2,958,540 106.5％ 99.3％

総事業高 3,040,666 106.6％ 99.3％

事業総剰余金 776,410 107.9％ 99.7％

経常剰余金 57,932 133.4％ 113.5％

第14期 2019年度
第10回理事会

2020年1月29日開催

2
0
1
9
年
度 

パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
助
成
金

助
成
団
体
が
決
定
し
ま
し
た
。

団体

加須ふれあい
センター

ここカフェ＠川越

被災地に舞台を届け
被災地と繋がり続け
隊

復興支援
入間まごころの会

活動内容

県外避難者交流食
堂の運営とバザー
開催

区域外（自主）避難
者交流会の運営と
移動相談会の推進

被災地での舞台公
演を通じた文化交流

被災地の復興に向
けたイベントの推進

※詳細は4月号でご案内します。

「
２
０
２
０
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
」
開
催
地
に
代
表
を
派
遣
し
ま
す

　 

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

　
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
運
用
を
検
討
す
る
た
め
に
、
５
年

ご
と
に
開
催
さ
れ
る
会
議
で
す
。
再
検
討
会
議

は
、
条
約
の
名
前
通
り
、
核
兵
器
の
不
拡
散
そ

れ
自
体
の
検
討
と
と
も
に
、
核
軍
縮
の
交
渉
の

義
務
が
ど
れ
だ
け
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま

た
原
子
力
の
平
和
利
用
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
今
後
の
方
針
を
話
し

合
い
ま
す
。

　
前
回
、
２
０
１
５
年
の
再
検
討
会
議
で
は
、
核

兵
器
国
と
核
兵
器
の
全
廃
を
目
指
す
非
核
兵
器
国

と
の
意
見
の
対
立
な
ど
で
、
核
軍
縮
に
向
け
て
の

最
終
文
書
の
合
意
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｔ
生
協
代
表
団
派
遣

　 

に
つ
い
て

　
今
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
開
催
に
あ
わ
せ

て
派
遣
さ
れ
る
生
協
代
表
団
に
、
パ
ル
シ
ス
テ

ム
埼
玉
よ
り
理
事
１
名
が
参
加
し
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
日
本
被
団
協
が
派
遣

す
る
被
爆
者
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
の
ほ
か
、
ピ

ー
ス
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
て
平
和
の
ア
ピ
ー
ル

を
行
う
な
ど
、
国
際
社
会
に
組
合
員
の
声
を
届

け
、
強
く
核
兵
器
廃
絶
を
呼
び
か
け
ま
す
。

４
月
25
日
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
「
核
不
拡
散
条
約（
N
P
T
）再
検
討
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
あ
わ
せ
、
全
国
の
生
協
は
、
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
（
日
本
被
団
協
）
と
協
力
し
て
合
同
代
表

団
を
派
遣
し
ま
す
。
パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉
か
ら
も
1
名
が
参
加
し
て
活
動
を
行
い
、
核
廃
絶
へ
の
願
い
を
発
信
し

ま
す
。

　  

核
不
拡
散
条
約（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）と
は
？

　
正
式
名
称
を
「
核
兵
器
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
」
と
言
い
、
核
兵

器
の
拡
散
を
防
ぐ
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
た
国
際
条
約
で
す
。
１
９

７
０
年
に
発
効
し
、
１
９
１
か
国
・
地
域
が
加
盟
し
て
い
ま
す
（
２

０
１
８
年
４
月
現
在
）
。
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、

南
ス
ー
ダ
ン
が
加
盟
し
て
お
ら
ず
、
北
朝
鮮
は
、
２
０
０
３
年
に
Ｎ

Ｐ
Ｔ
か
ら
の
脱
退
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
条
約
の
中
で
は
、
条
約
が
成
立
す
る
前
の
１
９
６
７
年
の
時
点

で
、
す
で
に
核
兵
器
を
保
有
し
て
い
た
米
、
露
、
英
、
仏
、
中
の
５

か
国
を
核
兵
器
国
と
認
め
、
そ
の
他
の
国
を
非
核
兵
器
国
と
定
義
し

て
、
核
兵
器
国
が
非
核
兵
器
国
へ
核
兵
器
を
譲
渡
し
た
り
、
技
術
開

発
を
援
助
す
る
こ
と
を
禁
止
し
ま
し
た
。
そ
う
義
務
づ
け
る
こ
と

で
、
こ
れ
以
上
核
兵
器
保
有
国
が
増
え
る
こ
と
を
防
ご
う
と
し
た
の

で
す
。

　
そ
れ
以
外
に
、
加
盟
国
が
原
子
力
の
平
和

利
用
に
向
け
て
協
力
す
る
こ
と
、
誠
実
に
核

軍
縮
交
渉
を
行
う
こ
と
も
条
約
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す 

。

国際社会の平和と安全

核不拡散条約（ＮＰＴ）３つの柱

核軍縮
NPTのもとで核兵器を
保有することが認められ
た核兵器国（米・露・英・
仏・中）による核兵器を
減らすための取り組み

核不拡散
核兵器や関連資機材・
技術がこれ以上世界に
拡散しないようにする
ための取り組み

原子力の
平和利用
加盟国が原子力を

平和的に利用するための
権利

　あすーる 2020.37 6あすーる 2020.3
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パ
ル
の
こ
と
な
ら

な
ん
で
も
聞
い
て

あ
な
た
の
疑
問
や
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
商
品
の
こ
と
や
事
業
活
動
、

組
合
員
活
動
の
こ
と
な
ど
、
何
で
も
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
（
Ｐ
15
の
用
紙
に
記
入
し
て
、
配
送
便
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
）。

商
品
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ

商
品
情
報
ダ
イ
ヤ
ル
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
５
７
０―

０
１
１―

０
９
９

（
午
前
10
：
０
０
〜
午
後
５
：
０
０
　
月
〜
金
）

※

な
お
、
商
品
情
報
ダ
イ
ヤ
ル
は
有
料
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

表紙レシピ

すぐそれパルごは
ん

卒業シーズンなので、お料理
で感謝の気持ちをあらわせた
らいいなと思いました。
大切な人へ作ってもらえたらう
れしいです。黒田 真智子さん

食育サポーター

Q1　

ブーケサンドウィッチ

　
● 材料（4人分）
食パン（8 枚切り）…８枚、卵…2 個、マヨネーズ
…大さじ 2、塩・こしょう…少々、きゅうり1/4 本、
バター…適量、いちご… 4 個、生クリーム… 80g、
砂糖…16g
● 作り方
食パンのみみを切り落とす。
【たまご】
①きゅうりを斜め薄切りにして、さらに縦半分に切る。
②卵はゆでて、１個分の黄身は別にして、フォークで
細かくする。
③残りのゆでたまごは細かく刻んで、マヨネーズ、塩・
こしょうであえる。
④ワックスペーパーを敷いた上にパンを置いてバター
を塗り、①のきゅうりと③のたまごのせて花束のように
巻いて包んだ上に②の黄身を飾る。
【いちご】
①いちごのヘタを取り、薄切りにする。
②ボウルに生クリームと砂糖を入れて泡立て、ホイップ
クリームを作る。
③ワックスペーパーを敷
いた上にパンを置き、ホ
イップクリームといちご
をのせて花束のように
巻いて包んだ上にいち
ごを飾る。

調理時間 20 分　   

❸加熱後は冷水にとると変色を防げ
ます

❶常温で食べごろになるまで追熟さ
せて

❷パルシステムの『生いもこんにゃく』
国産のこんにゃくいもを使用

　
　
届
い
た
ら
常
温
で
し
ば
ら
く
置
い
て
、 

黄
色
く
な
る

ま
で
追
熟
さ
せ
て
か
ら
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。（
❶
）

　
バ
ナ
ナ
は
検
疫
の
問
題
か
ら
「
青
く
て
硬
い
バ
ナ
ナ
」

の
状
態
で
輸
入
し
、
国
内
の
加
工
場
で
無
害
の
エ
チ
レ

ン
ガ
ス
を
使
っ
て
追
熟
を
か
け
、
黄
色
く
や
わ
ら
か
い

状
態
に
し
て
い
ま
す
。
パ
ル
シ
ス
テ
ム
で
は
届
く
ま
で

に
や
わ
ら
か
く
な
り
す
ぎ
て
し
ま
う
と
、
物
流
中
に
つ

ぶ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
熟
す
一
歩
手
前
で

出
荷
し
て
い
ま
す
。
届
い
た
と
き
に
青
み
が
残
っ
て
い

た
場
合
は
ご
家
庭
で
の
追
熟
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
常
温
で
し
ば
ら
く
置
い
て
黄
色
く
な
り
、
甘
い
香
り

が
し
て
き
た
ら
食
べ
ら
れ
ま
す
。
栽
培
期
間
中
、
除
草

剤
や
殺
虫
剤
を
使
わ
ず
に
育
て
た
バ
ナ
ナ
は
安
心
は
も

ち
ろ
ん
、
食
べ
ご
ろ
時
の
お
い
し
さ
も
格
別
な
人
気
商

品
の
一
つ
で
す
。

　

　
こ
ん
に
ゃ
く
に
は
水
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

冷
凍
保
存
に
は
適
し
ま
せ
ん
。（
❷
）

　
解
凍
時
に
水
分
が
流
れ
出
て
し
ま
い
、
縮
ん
だ
ゴ
ム

の
よ
う
な
食
感
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
で
す
。
一
度
そ

う
な
る
と
元
の
状
態
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
調
理
前
は
も

ち
ろ
ん
、
加
熱
後
・
調
理
後
の
状
態
で
あ
っ
て
も
凍
ら

な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
あ
え
て
凍
ら
せ
た
『
こ
ん
に
ゃ
く
』
を
使
っ
た
レ
シ

ピ
な
ど
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
好
き
嫌
い
が
か
な
り
分

か
れ
る
よ
う
で
す
。

　　
卵
成
分
由
来
の
「
硫
化
黒
変
現
象
」
が
発
生
し
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。（
❸
） 

　
硫
化
黒
変
現
象
は
、
卵
白
中
の
硫
黄
と
、
硫
黄
中
の

鉄
が
反
応
し
て
硫
化
鉄
を
形
成
し
、
黒
い
染
み
の
よ
う

な
も
の
を
発
生
さ
せ
る
現
象
で
す
。
こ
れ
は
、
加
熱
温

度
が
高
く
、
ま
た
、
そ
の
時
間
が
長
い
ほ
ど
に
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。 

　
一
般
的
に
は
、
沸
騰
し
た
お
湯
で
約
10
分
、
80
℃
の

お
湯
な
ら
約
25
分
で
卵
黄
が
鮮
や
か
な
黄
色
に
な
り
ま

す
が
、
同
時
に
複
数
個
の
ゆ
で
卵
を
作
っ
た
場
合
、
卵

の
大
き
さ
や
殻
の
厚
み
等
に
よ
り
、
一
部
の
卵
に
の
み

黒
変
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
加
熱
後
は
す
ぐ
に

冷
水
に
入
れ
て
冷
や
し
、
卵
内
の
圧
力
を
下
げ
る
こ
と

で
黒
変
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　
パ
ル
く
る
便
や
予
約
米
、
お
気
に
入
り
な
ど
の
登
録

内
容
は
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　
他
に
も
左
記
の
も
の
は
引
き
継
が
れ
、
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

・
保
有
ポ
イ
ン
ト
、
ク
ー
ポ
ン

・
出
資
金
残
高

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
I
D
、
パ
ス
ワ
ー
ド

・
ア
プ
リ
『
ま
め
パ
ル
』
の
内
容

　
ふ
れ
ん
ど
パ
ル
で
は
、
ふ
た
り
分
の
商
品
を
一
カ
所

に
ま
と
め
て
お
届
け
し
ま
す
。

　
商
品
は
個
人
別
に
セ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り
、
パ
ル
シ
ス

テ
ム
手
数
料
が
そ
れ
ぞ
れ
半
額
に
な
る
割
引
制
度
で

す
。

　
グ
ル
ー
プ
パ
ル
で
は
、
３
人
以
上
分
の
商
品
を
一
カ

所
に
お
届
け
し
ま
す
。
商
品
は
個
人
別
に
取
り
分
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

パ
ル
シ
ス
テ
ム
手
数

料
が
無
料
に
な
る
割

引
制
度
で
す
。

　

カ
タ
ロ
グ
利
用
か
ら
タ
ベ
ソ
ダ

（
ま
た
は
タ
ベ
ソ
ダ
か
ら
カ
タ
ロ
グ
利
用
）
に

サ
ー
ビ
ス
を
切
り
替
え
る
と
、

パ
ル
く
る
便
や
予
約
米
の
登
録
は

ど
う
な
り
ま
す
か
？

Q4

　

ふ
れ
ん
ど
パ
ル
、
グ
ル
ー
プ
パ
ル
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q５

ゆ
で
卵
を
つ
く
っ
た
ら
、

卵
白
が
黒
っ
ぽ
く
変
色
し
て
い
ま
し
た

Q3

段

青
い
バ
ナ
ナ
が
届
い
て
し
ま
い

食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
ん
に
ゃ
く
は
冷
凍
保
存
し
て
も

大
丈
夫
で
す
か
？

Q2

パルシステム埼玉の手数料



「
物
の
整
理
と
心
の
整
理
」
前
編

　
最
近
耳
に
す
る「
生
前
整
理
」と
い
う
言
葉
。パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉
で
も
昨
年
よ
り
、遺
品
整
理
・
福
祉
整
理
専
門
会
社

「
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
」と
提
携
し
て
組
合
員
の
み
な
さ
ん
に
不
用
品
の
整
理
な
ど
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
８
千
件

以
上
の
遺
品
整
理
や
家
の
片
付
け
を
手
掛
け
て
き
た
、あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
事
業
部
長 

石
見
良
教
さ
ん
に
、現
場
の
経
験
か
ら

の
整
理
術
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
生
前
整
理
に
ル
ー
ル
や
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。最

近
は「
終
活
」が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
多

く
の
方
が
心
の
整
理
の
仕
方
が
分
か
っ
て
い
な
い
か
ら

だ
と
考
え
ま
す
。

　
人
は
現
在
の
自
分
の
生
活
を
、ま
ず
考
え
て
し
ま
い

ま
す
。今
を
良
く
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
の
か
？

　
し
か
し
、最
も
大
切
な
こ
と
は
未
来
を
予
測
す
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。具
体
的
に
次
の
３
つ
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
く
だ
さ
い
。

❶
自
分
が
旅
立
っ
た
ら
ど
う
な
る
？

❷
自
分
や
家
族
が
介
護
を
受
け
る
立
場
に
な
っ
た
ら
？

❸
突
然
の
災
害(

特
に
地
震)

が
発
生
し
た
ら
？

　
こ
の
３
つ
を
念
頭
に
置
き
、対
処
方
法
を
考
え
れ
ば

い
い
の
で
す
。

　
今
、自
分
が
旅
立
つ
と
自
分
の
持
ち
物
は
全
て
遺
品

と
な
り
ま
す
。介
護
を
受
け
る
と
な
れ
ば
、室
内
に
介

護
ベ
ッ
ド
や
介
護
用
品
を
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
ス
ペ
ー
ス
が
果
た
し
て
あ
る
で
し
ょ
う
か
。さ
ら
に
、

大
き
な
揺
れ
の
地
震
が
発
生
し
た
な
ら
ば
、倒
れ
て
き

た
家
財
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
た
だ
け
で
も
、身
の
回
り
の

整
理
は
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
肝
心
な
こ
と
は
、「
い
つ
ど
う
な
っ
て
も
い
い
よ
う
に
、

日
ご
ろ
か
ら
整
理
し
て
お
く
」と
い
う
こ
と
で
す
。

　「
終
活
」と
い
え
ば
、高
齢
者
の
問
題
と
考
え
が
ち

で
す
が
、災
害
ま
で
想
定
す
れ
ば
、若
い
世
代
も
他
人

事
で
は
な
い
の
で
す
。（
次
号
に
続
く
）

■ 

生
前
整
理
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　
物
の
整
理
の
行
き
つ
く
と
こ
ろ
は
、「
心
の
整
理
」で

す
。な
か
な
か
捨
て
ら
れ
な
い
、家
の
中
が
片
付
か
な
い

な
ど
、整
理
が
苦
手
な
人
も
心
を
整
理
す
れ
ば
、自
然

と
物
は
整
理
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
家
の
中
の
整
頓
や
収
納
状
況
を
見
る
と
、そ
こ
に

住
む
人
の
人
生
観
や
性
格
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。最
近
は
、生
前
の
見
積
も
り
依
頼
が
増
え
て

い
ま
す
が
、そ
う
い
う
方
の
家
の
中
は
ス
ッ
キ
リ
と
整
理

整
頓
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、自
分
の
最
期
を
ど
う

す
る
か
、考
え
を
ま
と
め
て
元
気
な
時
か
ら
コ
ツ
コ
ツ

と
快
適
な
住
空
間
を
作
り
上
げ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
将
来
の
自
分
の
姿
を
思
い
描
い
て
い
る
人
ほ
ど
整
理

上
手
で
す
。で
す
か
ら
、整
理
上
手
に
な
り
た
い
方
は
、

自
分
の
身
体
が
動
く
う
ち
に
、せ
っ
せ
と
身
の
回
り
の

片
付
け
を
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

あんしんネット

9：00～20：00／年中無休
※お電話では最初に
　「パルシステム埼玉組合員」
　とお伝えください

0120-889-451

■ 

元
気
な
う
ち
に
生
前
整
理
を

あんしんネット事業部長
石見 良教 さん
監修:整理コーディネーター（遺品整理人）

1
月
15
日（
水
）、パ
ル
シ
ス
テ
ム
連
合
会
産
直
委
員
会
は
、有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
で「
2
0
1
9
年
公
開
確
認
会
報
告
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
報
告
会
は
、
各
産
地
の
公
開
確
認
会
を
、
組
合
員
と
生
産
者
の
視
点
か
ら
振
り
返
り
、
情
報

共
有
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
公
開
確
認
会
報
告
会

　
公
開
確
認
会
は
、
産
直
産
地
の
農
畜
産
物
の
生
産
方
法

や
安
全
性
を
組
合
員
が
直
接
確
認
す
る
パ
ル
シ
ス
テ
ム
独

自
の
し
く
み
で
す
。
1
9
9
9
年
に
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で

に
の
べ
1
4
1
回
の
公
開
確
認
会
が
全
国
の
産
地
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
2
0
1
9
年
度
６
つ
の
産
地
で

行
な
わ
れ
た
公
開
確
認
会
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉
は
、
大
阪
府
羽
曳
野
市
で
開
催
し

た「
な
か
む
ら
農
園
公
開
確
認
会
」の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
有
数
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
栽
培
農
家
、
な
か
む
ら
農
園

代
表
の
仲
村
知
也
さ
ん
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
監
査
人

と
共
に
取
り
組
み
内
容
を
伝
え
ま
し
た
。

生
産
者
と
消
費
者
の
相
互
理
解
を
深
め
る

【
信
頼
関
係
を
築
き
、
次
に
つ
な
が
る
産
直
を
】

　
20
年
の
節
目
を
迎
え
た
公
開
確
認
会
。
パ
ル
シ
ス
テ
ム

で
は
、
生
産
者
の
努
力
や
思
い
を
知
り
、
地
道
に
関
係
性

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
報
告
を
受
け
、
パ
ル
シ
ス
テ
ム
連
合
会
常
務
執
行
委
員 

産
直
委
員
会 

事
務
局
長
の
髙
橋
宏
通
さ
ん
よ
り
、
参
加
者

に
公
開
確
認
会
の
発
展
へ
の
思
い
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　「
有
機
農
業
や
エ
コ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
１
年
や
２
年
で

成
果
が
出
る
も
の
で
は
な
く
、
長
年
の
積
み
重
ね
や
試
行

錯
誤
の
繰
り
返
し
の
結
果
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
失

敗
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、

生
産
者
の
努
力
を
消
費
者
が
い
か
に
受
け
止
め
ら
れ
る
か

が
今
後
の
課
題
に
な
る
で
し
ょ
う
」。

【
2
0
2
0
年
度
に
向
け
て
】

監査人（組合員）の里見さん

生産者 仲村さん

【2019年公開確認会　開催場所一覧】
・有限会社なかむら農園（大阪府羽曳野市）
（監査品目：デラウェア　パルシステム埼玉主催）

・株式会社ファーマン（山梨県北杜市）
（監査品目：コア･フードにんにく、玉ねぎ　パルシステム山梨主催）

・士別農園･士別市多寄有農業研究会（北海道）
（監査品目：エコ･玉ねぎ　パルシステム連合会主催）

・JA佐渡（新潟県）
（監査品目：エコ･佐渡こしひかり　パルシステム神奈川ゆめコープ主催）

・士幌町肉牛産直会（北海道）
（監査品目：北海道産直牛　パルシステム連合会主催）

・株式会社野菜くらぶ青森支部（青森県）
（監査品目：レタス　パルシステム東京）

あすーる 2020.3　1011　あすーる 2020.3



News 
 
Info

パルシステム関連での最新のニュースや情報を
読者のみなさまにお届けします。

&

★みなさんの活動をご紹介します！！
　地区会、サークル、テーマグループなど
での組合員活動。原稿（300 字程度）と
写真画像１点を広報課までお寄せください。
※原稿は一部編集させて頂く場合もございます。

お問い合せは　0120-985-058

毎週発行の「あすーるポケット」にイベント
の予定を掲載しています。

あすーる 2020.3　1213　あすーる 2020.3

　
　
パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉
は
県
内
の
産
直
産
地

の
沃
土
会
で
、
沃
土
会
ね
ぎ
祭
り
を
開
催
し

ま
し
た
。
初
企
画
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
収

穫
体
験
か
ら
昼
食
ま
で
す
べ
て
ね
ぎ
づ
く

し
！
当
日
は
28
組
75
人
の
組
合
員
が
参
加
し

ま
し
た
。（
❶
）

　
は
じ
め
に
沃
土
会
代
表
の
矢
内
克
志
さ
ん

が
開
会
あ
い
さ
つ
と
諸
注
意
を
行
い
、
深
谷

ね
ぎ
の
圃
場
ま
で
移
動
し
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
生
産
者
か
ら
抜
く

と
き
の
注
意
点
や
、
ね
ぎ
の
特
徴
に
つ
い
て

教
え
て
も
ら
い
、
収
穫
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
も
率
先
し
て
ね
ぎ
を
抜
い
て
い
き
、
お

母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
収
穫
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
事
務
所
に
戻
っ
た
あ
と
は
、
収
穫
し
た
ね

ぎ
の
重
さ
を
測
定
し
、
ね
ぎ
む
き
体
験
と
ね

ぎ
の
食
べ
比
べ
を
行
い
ま
し
た
。
炭
火
で
素

焼
き
に
し
た
新
鮮
な
ね
ぎ
は
、
驚
く
ほ
ど
甘

み
が
あ
り
、
参
加
者
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な

が
ら
夢
中
で
食
べ
ま
し
た
。

　
昼
食
交
流
会
で
は
組
合
員
と
生
産
者
が
と

も
に
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
続
い
て
、お
楽
し
み
企
画
で
「
ね
ぎ
ク
イ
ズ
」

や「
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

大
会
で
は
こ
ん
せ
ん
く
ん
と
い
っ
し
ょ
に
深

谷
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ふ
っ
か

ち
ゃ
ん
も
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉
と
、
医
療
生
協
さ
い

た
ま
生
活
協
同
組
合
と
の
共
催
で
フ
レ
イ
ル

予
防
講
座
を
開
催
し
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
基

礎
講
座
と
簡
単
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま

し
た
。（
❷
）

　
フ
レ
イ
ル
と
は
加
齢
と
と
も
に
、
筋
力
や

心
身
の
活
力
が
低
下
し
た
状
態
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
に
な
る
３
つ
の
要
因
は

「
か
ら
だ
・
こ
こ
ろ
・
つ
な
が
り
」
で
す
。
体

力
が
低
下
す
る
と
活
動
も
低
下
し
、
人
と
接

す
る
機
会
も
減
少
し
て
フ
レ
イ
ル
の
悪
循
環

に
陥
り
ま
す
。
反
対
に
体
力
が
向
上
す
る
と

活
動
が
向
上
し
、
人
と
接
す
る
機
会
も
増
加

し
て
好
循
環
と
な
り
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
に
は
栄
養
・
運
動
・

社
会
参
加
の
３
つ
の
柱
が
大
切
で
す
。
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
、
日
常
に
少
し
の
運
動
を

取
り
入
れ
る
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
保
つ
こ

と
が
心
身
の
フ
レ
イ
ル
の
進
行
予
防
に
な
り

ま
す
。

　
後
半
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
医
療
生

協
さ
い
た
ま
の
フ
レ
イ
ル
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

の
方
々
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
な
が
ら
、
フ

レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
握
力
テ
ス
ト
や
椅
子
立

ち
上
が
り
テ
ス
ト
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
も
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

そ
う
で
し
た
。

　
参
加
し
た
組
合
員
か
ら
は
、「
筋
肉
の
大
切

さ
が
よ
く
わ
か
っ
た
」「
歩
く
こ
と
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
た
」「
た
く
さ
ん
笑

お
う
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉
と
い
き
い
き
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
メ
モ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
お
茶
の

水 

理
事
・
院
長
の
朝
田
隆
先
生
を
講
師
に
迎

え
、
認
知
症
予
防
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
❸
）

　
認
知
症
患
者
は
年
齢
が
５
歳
増
え
る
ご
と

に
２
倍
に
増
え
て
、
全
体
の
８
割
弱
は
80
歳

以
上
で
す
。
さ
ら
に
そ
の
う
ち
８
割
は
女
性

で
あ
る
こ
と
な
ど
、
豊
富
な
デ
ー
タ
を
示
さ

れ
、
認
知
症
の
輪
郭
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
認
知
症
に
関
す
る
大
き
な
危
険
因
子
の
1

つ
に
難
聴
が
あ
り
ま
す
。
他
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
と
な
り
、
認
知
症
予

防
に
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
社
会
交
流
」

が
行
え
な
く
な
る
と
い
う
も
の
で
す
。
難
聴

に
な
っ
た
と
し
て
も
、
社
会
や
他
者
と
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
く
努
力
が
大
切
と
学
び
ま

し
た
。

　
現
在
、
認
知
症
に
特
効
薬
は
な
く
、
完
治

も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
栄
養
の
あ
る
食
事

と
運
動
習
慣
、
良
質
な
睡
眠
を
心
が
け
、
社

会
の
一
員
と
し
て
い
き
い
き
と
活
動
す
る
こ
と

が
予
防
と
症
状
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
　

　　
パ
ル
シ
ス
テ
ム
で
は
産
直
に
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
、
産
地
か
ら
生
産
者
を
招
い
て
産

直
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
北
海

道
よ
り
（
株
）
ホ
ク
チ
ク
フ
ァ
ー
ム 

事
業
部

次
長 

伊
藤 

博
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
牛

肉
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。（
❹
）

　
は
じ
め
に
、（
株
）
パ
ル
・
ミ
ー
ト 

商
品
開

発
課 

副
主
任 

割
石
貴
大
さ
ん
か
ら
肉
牛
の
説

明
、
パ
ル
・
ミ
ー
ト
の
「
冷
蔵
肉
」
へ
の
こ
だ

わ
り
、
北
海
道
産
直
牛
の
特
徴
を
教
わ
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
伊
藤
さ
ん
よ
り
肉
牛
生
産
の
苦

労
や
注
意
点
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ホ
ク
チ
ク
フ
ァ
ー
ム
は
３
つ
の
分
場
を
持

ち
、
そ
の
中
か
ら
達
古
武
（
た
っ
こ
ぶ
）
分
場

と
標
茶
（
し
べ
ち
ゃ
）
分
場
の
生
産
に
つ
い
て

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
抗
菌

性
飼
料
添
加
物
に
も
触
れ
、
飼
養
に
お
け
る
現

状
や
生
産
現
場
の
実
情
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
試
食
交
流
会
で
は
、「
ぶ
な
し
め
じ
と
カ
リ

カ
リ
ベ
ー
コ
ン
の
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
」「
な
め
こ

の
中
華
風
ス
ー
プ
」、
そ
し
て
メ
イ
ン
の
「
産

直
牛
炒
め
」
を
味
わ
い
な
が
ら
、
伊
藤
さ
ん
や

担
当
者
と
語
り
合
い
、
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　　　
農
業
・
食
育
委
員
会
は
、
ぱ
る
★
て
ら
す
で
、

北
海
道
の
野
付
漁
協
女
性
部
を
迎
え
、
毎
年

大
人
気
の
「
浜
の
母
さ
ん
料
理
教
室
」
を
開
催

し
ま
し
た
。（
❺
）

　
北
海
道
の
東
の
端
に
あ
る
別
海
町
に
拠
点

を
も
つ
野
付
漁
業
協
同
組
合
は
、
ホ
タ
テ
や
秋

鮭
な
ど
の
商
品
で
パ
ル
シ
ス
テ
ム
と
産
直
協
定

を
結
ぶ
人
気
の
産
地
の
1
つ
で
す
。
学
習
会
で

は
、
野
付
漁
協
に
お
け
る
植
樹
活
動
や
交
流

活
動
の
取
り
組
み
を
映
像
を
交
え
な
が
ら
紹

介
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
野
付
漁
業
協
同
組
合

指
導
部
の
方
々
が
植
樹
活
動
の
意
義
、
水
産

物
の
資
源
を
守
る
取
組
み
な
ど
、
組
合
が
力

を
入
れ
て
い
る
「
資
源
管
理
型
漁
業
」
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　
学
習
会
の
あ
と
は
野
付
産
の
海
の
幸
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
た
料
理
教
室
を
開
き
ま
し

た
。
野
付
漁
業
協
同
組
合
の
佐
藤
さ
ん
か
ら„

ほ
た
て
の
殻
む
き
“の
実
演
指
導
を
う
け
、
ほ

た
て
を
切
る
と
き
の
注
意
点
な
ど
を
教
わ
り
、

お
刺
身
に
仕
立
て
ま
し
た
。

　
野
付
の
幸
を
存
分
に
使
っ
た
料
理
を
浜
の

母
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
、
楽
し
く

交
流
し
ま
し
た
。

　　　　
月
刊
機
関
誌
「
あ
す
ー
る
」
４
月
号
か
ら

９
月
号
ま
で
の
組
合
員
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

　「
あ
す
ー
る
」
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
感

想
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
誌
面
の
改
善
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
毎
月
期
限
ま
で
に
返
送

す
る
と
、
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま

す
。

【
資
格
】
パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉
組
合
員

※

利
用
を
お
休
み
中
の
方
は
除
く

【
期
間
】
２
０
２
０
年
４
月
〜
９
月

【
方
法
】「
あ
す
ー
る
」
発
行
後
に
郵
送
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
送
り
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
回
答
く
だ
さ
い
。Ｅ
メ
ー
ル
（
パ
ソ
コ
ン

の
み
）
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
し
込
み
の

際
に
ア
ド
レ
ス
も
ご
記
入
願
い
ま
す
。

【
定
員
】
50
名

※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

【
申
込
方
法
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
あ
す
ー
る

ポ
ケ
ッ
ト
イ
ベ
ン
ト
情
報
」
ま
た
は
同
時
配

布
の
あ
す
ー
る
ポ
ケ
ッ
ト
３-

３
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※

申
込
の
際
に
、
必
ず
性
別
・
年
代
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】
３
月
22
日
（
日
）
必
着

※

当
落
の
結
果
は
、
第
1
回
目
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

N
ew
s

〜
パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉
の
動
き

　

Inform
ation

〜
組
合
員
の
み
な
さ
ま
へ
の
お
知
ら
せ

ね
ぎ
好
き
集
ま
れ
！

沃
土
会
ね
ぎ
祭
り
!!

沃
土
会
（
深
谷
市
）

１
月
１１
日
（
土
）

お
待
ち
か
ね
！

浜
の
母
さ
ん
料
理
教
室
♪

　
　

ぱ
る
★
て
ら
す
（
さ
い
た
ま
市
）

1
月
30
日
（
木
）

「
フ
レ
イ
ル
っ
て
何
？
」

ぱ
る
★
て
ら
す
（
さ
い
た
ま
市
）

１
月
15
日
（
水
）

認
知
症
予
防
講
演
会埼

玉
会
館
（
さ
い
た
ま
市
）

1
月
19
日
（
日
）

産
直
講
座

「
ホ
ク
チ
ク
フ
ァ
ー
ム
」
牛
肉
編

　
　
　
　

ぱ
る
★
て
ら
す
（
さ
い
た
ま
市
）

1
月
28
日
（
火
）

❶ねぎの甘さにびっくり！❷反動をつけずに立ち上がります❸30分以内のお昼寝は認知症予防に有効❹快適性に配慮した家畜の飼養管理をして
います

❺ほたての美味しさを味わう切り方を教えて
もらいました

「
あ
す
ー
る
」
の
モニ
タ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か
？



L e t t e r s
採用させていただいた方に、

５００ポイントをプレゼントします。

みなさんからのお便り

名　　前

組合員番号

Quiz
解 答

 「あすーる」はスペイン語で「青」という意味です。明日のあすとアースの意味もこめられています。

●配達のことなら ●組合員の企画・委員会活動などのことなら
＊組織運営部／ 0120-921-170
 （月～金／午前9：00～午後5：30）
●いきいきネットワークのことなら
   0120-070-920または048-434-6250
 （月～金／午前9：00～午後5：00）
●商品のことなら
＊商品情報ダイヤル（ナビダイヤル）／
　0570-011-099
 （有料回線、月～金／午前10：00～午後5：00）

　E-mail　saitama@pal.or.jp
　https://www.palsystem-saitama.coop

お問い合せの窓口

「パルシステム問合せセンター」

（　　　　 ）月～金／午前9：00～午後8：00
土のみ／午前9：00～午後5：00

0120-868-014
※携帯電話からもつながります。
※PHS・IP電話からはつながりません。

       

（ お便りだけ記入してもOK ）

楽しいお便り・イラスト・写真はこちらまで

住　所：〒33５-00０５　蕨市錦町2-10-4パルシステム埼玉
広報課「Letters 係」
ご質問等は0120-9８５-058（広報課）

テーマの他にもお便り・イラスト・写真などお待ちしています。
　下の用紙に記入して、広報課宛に配送便でご返送ください。
採用させていただいた方に、500ポイントをさしあげます。（イラ
ストや写真の返却はできませんのでご了承ください）

500ポイン
トを

プレゼント
♡

あなたの一言やイラストをお寄せください。また、最近気に
なるニュースや「あすーる」で取り上げてほしい話題なども
お寄せください。ペンネームでもOK。（ペンネームがない場
合は実名で掲載させていただきます。）

ご意見

フ
リ
ー
ト
ー
ク

あすーる 2020.3　1415　あすーる 2020.3

　「
初
孫
」

　
今
年
、初
孫
が
誕
生
し
ま
す
。
ま
だ
性
別
が
は
っ

き
り
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
安
全
な
食
べ
物
を
口
に

し
て
、
母
子
と
も
に
健
康
に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い

で
す
。

                      
         

さ
い
た
ま
市
　
り
ん
ご
ち
ゃ
ん

　「
戦
中
戦
後
の
食
卓
」

　
昭
和
16
年
12
月
８
日
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
。
戦

中
戦
後
食
糧
難
が
続
き
、
ど
の
母
親
も
赤
ち
ゃ
ん

を
お
ん
ぶ
し
、
電
車
に
乗
り
買
い
出
し
に
出
掛
け
、

家
族
に
食
事
を
。
母
親
は
苦
労
し
ま
し
た
。
昭
和
・

平
成
・
令
和
、
こ
の
年
に
な
る
と
足
、
腰
痛
く
、
買

い
物
に
も
行
け
ず…

パ
ル
シ
ス
テ
ム
の
お
か
げ
で
、

北
は
北
海
道
、
南
は
九
州
産
の
お
い
し
い
も
の
が

沢
山
食
べ
ら
れ
、
生
き
て
こ
ら
れ
た
事
に
深
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。
人
生
１
０
０
年
、
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

川
越
市
　
綾
子
さ
ん

「
身
内
　
」

　
１
月
号
の
セ
ン
タ
ー
集
合
写
真
。
こ
ん
な
に
職

員
が
い
る
ん
だ
と
、
改
め
て
思
い
ま
す
。
生
産
者

と
消
費
者
の
絆
を
保
ち
、
生
活
を
支
え
る
頼
も
し

い
ス
タ
ッ
フ
な
の
で
す
ね
。
我
が
家
に
配
達
し
て

く
れ
る
職
員
の
方
を
見
つ
け
ま
し
た
。
発
見
し
て

何
か
身
内
の
よ
う
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

                     

比
企
郡
　
篠
原
　
す
な
ほ
さ
ん

「
息
子
夫
婦
の
食
卓
」

　
今
ま
で
30
年
近
く
、
パ
ル
を
続
け
て
い
ま
す
。
今

年
息
子
が
結
婚
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
必
ず

パ
ル
を
使
う
よ
う
話
す
つ
も
り
で
す
。
本
人
も
パ
ル

は
お
い
し
い
と
い
つ
も
言
っ
て
い
る
の
で
楽
し
み
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

羽
生
市
　
チ
ワ
ワ
ン
コ

「
な
ぜ
？
」

　
高
校
生
の
時
、
私
服
Ｏ
Ｋ
の
学
校
だ
っ
た
の
に

毎
日
の
服
を
考
え
る
の
が
面
倒
で
、
制
服
み
た
い

な
格
好
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
そ
の
高
校
、
制

服
復
活
し
て
し
ま
い
、
な
ぜ
か
さ
び
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

羽
生
市
　
千
葉
　
美
千
代
さ
ん

「
流
行
作
り
の
特
権
」

　
高
校
生
の
頃
の
制
服
は
、セ
ー
ラ
ー
服
と
ブ
レ
ザ
ー

服
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
を
中
に
着
た
り
、

髪
留
め
を
制
服
に
挟
ん
だ
り
し
て
可
愛
く
着
飾
る
の

が
先
輩
た
ち
の
間
で
ブ
ー
ム
で
し
た
。
暗
黙
の
了
解

で
３
年
生
の
特
権
で
し
た
の
で
、
学
年
が
上
が
る
の

が
楽
し
み
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
大
学
生
に
な
り
、
社
会
人
に
な
り
、
今
で
は
制

服
は
学
生
の
特
権
だ
っ
た
の
だ
な
と
、
懐
か
し
く
微

笑
ま
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

草
加
市
　
が
わ
ち
ゃ
ん

｢

制
服
マ
ジ
ッ
ク
？
」

　
入
社
し
て
渡
さ
れ
た
制
服
。
ど
こ
に
で
も
あ
り

そ
う
な
青
い
ス
カ
ー
ト
と
青
い
上
着
、
お
し
ゃ
れ

心
一
杯
の
若
か
っ
た
私
は
シ
ブ
シ
ブ
着
て
い
ま
し

た
。

　
あ
る
日
、
会
社
に
用
事
が
あ
っ
た
父
と
門
の
所

で
会
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
、
私
の
制
服
姿
を

初
め
て
見
た
父
が
目
を
輝
か
せ
て
言
っ
た
の
で
す
。

「
制
服
が
似
合
っ
て
い
て
キ
レ
イ
だ
！
」
と…

そ
ん

な
こ
と
言
わ
れ
た
こ
と
な
い
の
に
。
こ
れ
っ
て
制

服
マ
ジ
ッ
ク
っ
て
こ
と
？
複
雑
な
心
境
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

日
高
市
　
酒
井
　
紀
代
美
さ
ん

「
私
に
似
て
き
た
な
〜
」

　
私
の
母
校
に
入
学
し
た
娘
は
、
私
が
中
学
校
に

通
っ
て
い
た
頃
と
同
じ
制
服
で
登
校
し
て
い
ま
す
。

〝
パ
パ
似
〞
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
同
じ
制
服
姿
を
見
る
と
、
中
学
当
時
の
私
の
よ

う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

川
越
市
　
ま
り
ゆ
い
ま
ま

「
若
い
頃
と
今
」

　
若
い
頃
は
モ
リ
・
ハ
ナ
エ
さ
ん
デ
ザ
イ
ン
の
素

敵
な
制
服
を
普
通
に
着
て
い
ま
し
た
。

　
今
、
初
老
に
な
る
過
程
で
体
が
ど
ん
ど
ん
成
長

し
、
お
腹
は
デ
ン
と
出
て
い
ま
す
。
制
服
着
用
の

仕
事
は
私
に
は
み
っ
と
も
な
く
て
、
無
理
と
制
服

に
対
し
て
変
な
視
点
で
考
え
て
し
ま
う
自
分
が
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

南
埼
玉
郡
　
は
る
バ
バ

「
時
が
過
ぎ
て
も…

」

　
高
校
入
学
時
に
、「
こ
れ
か
ら
背
が
伸
び
る
」
と

期
待
を
込
め
て
買
っ
た
少
し
大
き
め
の
学
ラ
ン
。

卒
業
す
る
ま
で
少
し
大
き
め
な
ま
ま
で
し
た
。

　
　
　

　
　
　
　

日
高
市
　
ベ
テ
ラ
ン
ダ
イ
エ
ッ
タ
ー
（
夫
）

「
合
服
」

　
通
っ
て
い
た
高
校
の
制
服
に
、
夏
服
冬
服
の
間

に
着
る
、
合
服
が
あ
り
ま
し
た
。
夏
服
と
同
じ
襟

の
セ
ー
ラ
ー
服
が
、
半
袖
か
ら
長
袖
に
な
っ
た
だ

け
な
の
で
す
が
、
そ
れ
が
と
て
も
可
愛
く
て　

み
ん
な
大
好
き
で
し
た
！ 

合
服
だ
け
で
は
寒
く
な

る
と
、
上
か
ら
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
を
着
て
過
ご
し
、

夏
服
冬
服
よ
り
着
て
い
ま
し
た
！ 

懐
か
し
い
思
い

出
で
す
！

　
　          

      

さ
い
た
ま
市
　
岡
田
　
真
由
美
さ
ん

「
親
子
で
一
緒
」

　
息
子
は
中
学
生
に
な
り
ま
し
た
。
私
と
同
じ
学

校
へ
通
っ
て
い
ま
す
。
制
服
は
同
じ
で
す
。
学
年

カ
ラ
ー
も
ジ
ャ
ー
ジ
も
偶
然
に
も
同
じ
。
不
思
議

な
め
ぐ
り
あ
わ
せ
で
す
。
友
人
に
話
し
た
と
こ
ろ
、

地
元
に
住
む
か
ら
こ
そ
の
偶
然
だ
ね
、
と
返
信
が
。

ち
ょ
っ
と
か
わ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
制
服
。
こ
れ
か

ら
も
続
い
て
ほ
し
い
と
、
ひ
そ
か
に
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

草
加
市
　
み
ー
ち
ゃ
ん

 ５月号テーマ｢愉快な人」 締め切り3月27日（金）

締め切りは
3月27日（金）★５月号テーマ｢愉快な人」

みなさんの周りに、愉快な人はいらっしゃいますか？エピソード等を
ぜひ教えてください。
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テ
ー
マ

「
制
服
」

　　     　　　作   　　             螺

　御

　 被　

　ふじみ野市　アキ子婆ちゃん

埼
玉
県
情
報

コ
バ
ト
ン
n
o
t
e

　パルシステム埼玉では、戦争や貧困の中にくら
す子どもや女性のために国際支援をしているＮＧ
ＯやＮＰＯと協力して毎年平和募金に取り組んで
います。
　昨年11月18日～ 12月14日の期間に組合員に
呼びかけ、現金とポイントカンパ合わせて、
1,834,512円が集まりました。
　お寄せいただいた募金は支援団体を通じて、
現地の子どもたちの教育や女性の自立のための
支援に役立てられます。

支援団体
◎特定非営利活動法人ＡＰＬＡ
◎特定非営利活動法人チャイルド・ファンド・
　ジャパン
◎特定非営利活動法人シャプラニール＝市民に
　よる海外協力の会
◎特定非営利活動法人パレスチナ子どものキャ
　ンペーン
◎公益社団法人シャンティ国際ボランティア会
　

ご協力ありがとう
ございました

パルシステム埼玉平和募金

埼
玉
県
内
企
業
1
4
0

社
の
魅
力
を
総
発
信
！

ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ス
埼
玉
２
０
２
０
を
開

催
し
ま
す

　
就
活
生
を
対
象
と
し
た
合
同
企
業
説

明
会
も
兼
ね
た
県
内
1
4
0
社
が
参
加

す
る
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ス
埼
玉
２
０
２
０
を

開
催
し
ま
す
。

 

対
象
　
大
学
・
短
大
・
専
門
・
高
専
（
全

学
年
）、
高
校
生
（
全
学
年
）、
就
活
を

控
え
る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
保
護

者
、
大
学
関
係
者
等

 

日
時
　
令
和
２
年
３
月
18
日
（
水
）

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

 

場
所
　
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

地
下
第
１
〜
第
５
展
示
場

 

問
合
せ
　
埼
玉
県
雇
用
労
働
課

℡
０
４
８
‐
８
３
０
‐
４
５
３
８

詳
細
は
「
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ス
埼
玉
２
０
２

０
」
で
検
索

 

読者アンケート

□特集 パルシステム埼玉の
　　　復興支援
□家族で鍛えよう！防災力
□核兵器のない世界に
□理事会レポート
□監事会報告
□パルのことならなんでも聞いて
□すぐそれパルごはん

□“選ぶで変わる”ほんもの実感
□毎日を豊かにくらしのあれこれ
□News & Info
□Letters
□知っトク！パルシステム
□おしえて！ パルレシピ
□クイズ

3月号で掲載した内容で、良かった項目に「Ｖ印」を、いくつ
でもご記入ください。ご意見などがございましたら、併せてご
記入ください。

コバトン さいたまっち



「あの日を忘れない」
パルシステム埼玉の復興支援 2
安心安全な新生活を迎えるために　家族で鍛えよう！防災力 4

  特 集  特 集

9 ページの「すぐそれパルごはん」と裏表紙の「パルレシピ」のレシピ集は、パルシステム埼玉のホームページの「食育サポーターのおすすめパルレシピ」でご覧いただけます。
ホームページはコチラ→https://www.palsystem-saitama.coop/
食育サポーター／パルシステム埼玉の「食育の定義」「食育のすすめ」に沿った食育推進リーダーとして料理教室や学習会の講師などを務めます。

組合員とパルシステム埼玉をつなぐ月刊誌

理　　　念：心豊かなくらしと共生の社会を創ります
ミッション：互いに支え合って安心してくらせる
　　　　　　埼玉をつくります
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ご記入いただいた個人情報は、利用目的の範囲内で利用いたします。ご本人の同意なく利用目的以外で利用することや第三者への提供は致しません。また不要になりました情報は速
やかに処分を行います。（利用目的）・あすーる紙面への掲載・抽選の当落結果の連絡・クイズ当選者用資料送付・クイズ当選者の名簿作成・ご意見、ご質問への回答

広報課行き

パルレシピおしえ
て！

 A DV I CE

おすすめ

の一品

2
0
2
0
年
2
月
29
日
発
行

応募総数1月号のQuiz の応募総数は393通で152通正解でした。

簡単なおも
てなしスイー

ツを教えて
。

本庄市　Ｍ
・Ｈ

二層ゼリー今月の
メニュー

　材料（リング型１台分）
ストレートジュース（オレンジ、りんご、パイナップル
など）…500cc、ビートグラニュ糖…50～60g、粉ゼ
ラチン…15g、牛乳…200cc、生クリーム…100cc

①鍋にジュース（ここではオレンジ）とビートグラニュ
糖を入れて弱めの中火にかけ、粉ゼラチンを加えて
沸騰させないように 4 分ほどかき混ぜながら完全に
溶かす。

②ボウルに牛乳、生クリームを入れて混ぜ、①を加えて
手早く大きく3 回かき混ぜる。

　作り方

3 4 5／6 7 8／9 10 11／12 1 2

冷蔵庫で冷やして
いるうちに二層に
なります。牛乳と
生クリームを加え
たときに混ぜすぎ
ないことがポイント
です。

鈴木 二三四さん
食育サポーター

先月の解答は

世

撲
方首 相

「相」でした。
世相（せそう）：世の中のありさま。
社会のようす。
相方（あいかた）：① 一緒に物事を
する人。特に、コンビ漫才などでの
パートナー。相手。相棒。 ② （「敵娼」
とも書く）遊里で、客から見て相
手の遊女。

右の空欄の中に、ある漢字
をあてはめると、二字の熟語
ができます。空欄に入る文字
を考えてください。

Quiz
あたまの体操 ? ●このページの裏に解答を

記入し、切り取ってお手持
ちの封筒（使用済みでも可）
に入れて、広報課宛にご提
出ください。お便り、イラ
ストもお待ちしております。

●正解者の中から抽選の上、
5名様に500ポイントをさし
あげます。

被
螺作

御
●締め切り／3月27日（金）

③②をリング型に流し入れ、冷蔵庫で 3
時間以上冷やす。

④型から外し、好みで季節の果物や缶詰
で飾り付ける。

ビートグラニュ糖 
1㎏　243円（税抜き）
北海道産のてん菜のみで
作ったグラニュ糖。溶け
やすく、色がないので飲
み物やお菓子作りに。


